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この物語に関連する主な出来事

2006 年
12 月　ギリシャ元首相のシンクタンクによる公開討論会で、著者はデリバティブ危機と財
政危機を警告し、2007年のギリシャ国家予算を批判。

2007年
3月頃　米国でサブプライムローンのリスクが顕在化し始める。
夏頃　世界各地でサブプライムローン問題を発端とした株価急落が起こる。

2008 年
9月15日　リーマン・ブラザーズが経営破綻（連邦倒産法第 11条の適用を申請）。

2009 年
10月　政権交代でパパンドレウ政権が誕生し、財政上の粉飾決算を暴露。ギリシャ危機が
深刻化。

2010 年
1月　著者はラジオ・インタビューでパパンドレウ首相に対し、財政破綻回避のために EU

からカネを借りてはいけないと警告のメッセージを発す。
2 月　著者は国営テレビ局の番組で「まやかしの追い貸し」の問題点を指摘。
4月　救済融資の合意が迫るなか、著者は財政破綻を認め債務再編へと向かうべきだと主張
すべく、立て続けに 3本の記事を寄稿。

5月2日（日）　ユーログループで 1度目のギリシャ救済融資が合意される。IMFも参加。

2011年
初頭　著者はパパスの呼びかけでチプラスと出会う。また国営テレビ局 ERTの番組内で債
務再編について発言し、宣伝大臣を激怒させ、同局の番組に呼ばれなくなる。
6月　シンタグマ広場占拠が最高潮に。月末には警官隊がこれを鎮圧。
7月21日（木）　ユーロ圏首脳会議で 2度目の救済融資に合意。

2012 年
初頭　著者は家族とともに米国へ移住。
5月 6日（日）　総選挙でサマラスの新民主党が勝利。シリザは新民主党に肉薄し野党第一党

へ躍進。しかし国会で過半数与党が成立せず、翌月に再び総選挙することが決定。
5月20日頃　著者はアレクシスとパパスの要請に応じて最初の戦略文書を起草。
6月17日（日）　やり直しの総選挙で新民主党が勝利（29.7％、シリザは 26.9％）。

2013 年
通年　著者は米国からアレクシスの政策立案を支援。
5月　アレクシスの事務所で、著者はパパスやドラガサキスなどシリザの経済政策チームと
会談。「五本柱の戦略」を提起。
6月11日（火）　ギリシャの国営テレビ放送（ERT）が一時的にストップ、ERTにはデモ隊
が突入し占拠した。著者らは翌日にはテッサロニキへ飛び、ERTのインターネット非公式
番組に出演。
11月　テキサス大学でジェイミーやアレクシスらと「ユーロ圏は救えるか」というテーマ
で会議。アレクシスらも出席し、演説。

2014 年
6月　この頃、ショイブレがサマラス政権を見限る。
11月下旬　アレクシスのマンションで運命の会議。大アテネ選挙区からの出馬を決断し、
当選後は財務大臣に着任することを約束。

2015 年
1月中旬　唯一の選挙運動として、アテネで著書『救済ギリシャ創世記』の出版記念イベント。
1月25日（日）　総選挙でシリザが勝利。過半数までは 2議席届かず、極右の「独立ギリシャ
人」との連立政権に。
1月27日（火）　財務大臣に着任。
1月 30日（金）　アテネでデイセルブルムやヴィーザーらの訪問を受ける。

2 月1日（日）　フランスのサパン財相とマクロン経済相との公式会合。トムセン、モスコヴィ
シ、クーレ、およびオランド大統領の主席補佐官と、立て続けに四つの非公式会合。
2 月2日（月）　ロンドン訪問。オズボーン財相と公式会合。ダウニング街の金融界の人々を
前に講演。翌日にはギリシャの株価アップに成功。
2 月 3日（火）　ローマでパドアン財相を訪問。
2 月 4日（水）　フランクフルトの ECBを訪問。ドラギ総裁や ECB幹部らと会談。その夜、
ベルリンでドイツ社民党幹部と「秘密の」晩餐中、ECBがギリシャの銀行に対して適格
担保用件の適用除外の停止を決めたことを、ドラギ総裁からの電話で知らされる。
2 月 5日（木）　ショイブレと初めての会合。ガブリエル副首相と会合。
2 月 6日（金）　初めての国会出席、就任宣誓式。オフィスで米国大使と米財務省の使節を迎
え会談。
2 月7日（土）　最初の閣議出席。
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2 月10日（火）　OECDのグリア事務局長らをアテネに迎える。
2 月11日（水）　ブリュッセルで着任後初のユーログループ会議。会議前にラガルドと最初
の対面。
2 月16日（月）　2回目のユーログループ会議。欧州委員モスコヴィシの屈辱。
2 月20日（金）　3回目のユーログループ会議。コミュニケにサインし、ジョイブレを抑え
救済融資の期限延長合意（2月 20日の合意）を取り付け。

2 月24日（火）　ユーログループのテレビ会議でショイブレの反撃。20日の合意が反故にさ
れ、既存のMOUが復活。
2 月25日（水）　融資協定の期限延長の要請文を、ユーログループ側による素案を使わずギ
リシャ側で執筆し送付。中国大使との晩餐（中国がインフラ投資や TB購入を約束）。

2 月26日（木）　前日に送付した要請文が、フリアラキスらの「不手際」で締切（23日）を
過ぎており無効と発覚。アレクシスらと一晩議論し、著者は不本意ながら自分の責任でト
ロイカの作成した要請文にサインすると決断。
2 月27日（金）　著者はフリアラキスをクビにすると決断し、本人に伝える。ニコラスを招聘。

3月初旬　メルケルの介入により、ヴィーザーがアテネ訪問。
3月 9日（月）　不毛な一日。ジェフ・サックスを伴って、トムセンやドラギらと相次いで面
会。ユーログループ会議。その後、ショイブレを訪問。レグリングとも面会。
3月中旬　トロイカがアテネに復帰。ヒルトン・ホテルに閉じ込める。
3月17日（火）　ユーログループ作業部会のテレビ会議。会議の方向性がおかしくなり、ア
レクシスの指示どおりニコラスが電源をオフにする。
3月下旬　人道上の危機を防ぐ法案（ICカードによる低所得者への給付など）を立て続けに
成立させる。
3 月 20 日（金）　ブリュッセルの EUサミットに際し、アレクシスがメルケルと深夜の会談
（メルケルの魔法）。
3月23日（月）　ベルリンでアレクシスがメルケルを公式訪問。

4月2日（木）　中国によるTB購入計画が白紙となる。
4月 3日（金）　非公式の主要閣僚会議でアレクシスが、IMFのラガルドにデフォルトを突き
つけようと発言。それを受け著者は米国ワシントンへ向かう。
4月 5日（日）　復活祭の日曜日に IMFでラガルドと会談。
4月15日（水）　ワシントンで、産業別労働組合会議の委員長、ラガルド、ブルッキングス
研究所の関係者、オバマと対面。深夜にはバーでサマーズと懇談。
4月16日（木）　IMFの会議で、ジョイブレがフランスにもトロイカが必要だと発言し、サ
パンが激怒する。会議以外では、ブックヘイト、ルー財務長官とも会談。
4月24日（金）　ラトビアのリガでユーログループ会議。
4月27日（月）　最も残酷な一日。アレクシスがニコラスを降ろしてフリアラキスを再登板
させると言い出し、ほかの閣僚たちも同調する。その夜、アレクシスが緊縮策受け容れの

承諾書を送ってしまったことを知る。

5月 9日（土）　著者がサックスやラモント、サマーズら各国の主導的エコノミストとともに
作成した「政策枠組み」を、アレクシスが無視する。
5月11日（月）　ユーログループ会議を前に、個人的にジョイブレと対話。「タイムアウト」
やアレクシスとメルケルのやりとりをめぐって対応を協議。
5月 30日（土）　戦時内閣でザギアスがバルファキスの案は「決裂案だ」と批判し口論に。

6月 8日（月）　ベルリンでショイブレのオフィスに最後の訪問。
6月18日（木）　ユーログループ会議。債務免除を求める IMFの意見を欧州側が却下。
6月20日（土）　降伏するならその旨を国民に宣言するようアレクシスに求めるが断られる。
6月25日（木）　ユーログループ会議。最後通牒を突きつけられるも、バルファキスはトロ
イカに楔

くさび
を打ち込むことに成功。

6月26日（金）　アレクシスが閣僚らに国民投票実施の方針を打ち明け、この日のうちに公
式発表。
6月27日（土）　ユーログループ会議で国民投票に対し厳しい批判。デイセルブルムがギリ
シャの合意抜きでのコミュニケ発表や議論の進行をすると言い始める（「ユーログループ
は法的には実在しない」ので、そのような恣意的な運用も可能）。同日にギリシャ閣僚会
議で週明けの銀行閉鎖への対抗策を説明するが、賛同を得られず。
6月28日（日）　銀行閉鎖に反対していた著者が、銀行閉鎖を決める「金融システム安定化
のための検討会」の議長を務めさせられる。マクロンの協力。
6月29日（月）　銀行閉鎖のため、ATMに行列ができる。

7月 5日（日）　緊縮策に関する国民投票。61.3％が緊縮策への反対票だったが、アレクシス
らはその結果を尊重せず。著者は職を辞する考えをブログに投稿し、大臣としての日々が
終わる。
7月13日（月）　ユーロ圏サミットで、アレクシスがトロイカの要求を受け入れ「降伏」する。
3度目の救済策が始動する。

8月中旬　ギリシャ政府は 3度目の救済融資協定とMOUを議会に提出。

2016 年
2月9日（火）　「ヨーロッパ民主主義運動・DiEM25」を発足。
6月23日（木）　英国で EU離脱を問う国民投票。ブレグジットが確定。

［翻訳者作成］
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